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外来機能報告制度の具体事項の検討始まる ～2022年4月の制度施行に向け

※厚生労働省の外来機能報告等に関するワーキンググループ(2021年7月7日開催)の資料｢外来機能報告等の施行に向けた検討
について｣(https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000802052.pdf)に基づいて、医療総研(株)加工・作成。

《背景》　先の通常国会で成立した改正医療法に基づいて来年４月に施行される外来

機能報告制度に関し、厚生労働省の医療計画等に関する検討会の下に置かれた「外

来機能報告等に関するワーキンググループ(WG)」において具体的な検討が始まった。

《解説》　同制度は、外来医療の機能分化を進めるため、かかりつけ医機能の強化とと

もに、「医療資源を重点的に活用する外来｣を地域で基幹的に担う医療機関（かかりつ

け医等からの紹介患者への外来診療を基本とする医療機関）を明確化するなどの目

的で設けられます。医療機関が都道府県に外来医療の実施状況を報告し、それを踏

まえ、「地域の協議の場」において、外来機能の明確化・連携に向け必要な協議を行い

ます。協議の促進や患者にとっての分かりやすさの観点から、紹介外来を基本とする医

療機関を地域で明確化します。WGでは、患者紹介・逆紹介の推進や診療科ごとの外

来分析等も含め、具体事項の検討を進めて年内に議論の取りまとめを行う予定です。
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◎外来医療の機能の明確化・連携 （仕組み等の概要）
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かかりつけ医機能の強化
(好事例の収集、横展開等)

｢医療資源を重点的に活用する外来｣のイメージ
● 医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来（悪性腫瘍手術の前後の外来など）
● 高額等の医療機器・設備を必要とする外来（外来化学療法、外来放射線治療など）
● 特定の領域に特化した機能を有する外来（紹介患者に対する外来など）

●

外来機能報告、｢地域の協議の場｣での協議、紹介
患者への外来を基本とする医療機関の明確化
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